
これまでのお知らせを改めて掲載します 

ご家庭での感染症対策 ご協力お願いします 

 

 

 

 

 

 

 

学校閉鎖に関わって、ご理解とご協力をありがとうございました。７日ぶり

に学校が再開します。当面の間の感染症対策についてまとめます。引き続き、

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

教室での感染症対策 

教室では、これまでの感染症対策に加えて、できるだけ広く座席を広く取

ったり、マスクを正しく着用することや黙食の徹底を声かけしたりするなど、

さらにソーシャル・ディスタンスを図ります。また、文部科学省が定める衛

生管理マニュアルに沿って、感染リスクの高い教育活動を当面は行いません。 

 

異学年が交流しないよう学校生活を工夫します 

学校では、例えば中休みの体育館遊びなど、学年をまたいで子どもたちが

交流をする場面があります。しばらくの間は、こうした機会を制限すること

で感染防止に努めます。 

 

換気をすることで空気の流れを作ります 
窓と廊下側の二方向で空気の流れを作ることで、換気による感染対策を進

めます。窓側や廊下側の児童は肌寒く感じる場合があります。寒暖に対応で

きる服装などご配慮をお願いします。 

 

 

 

当面の間、タブレットを常時持ち帰ります。 
感染拡大の状況がめまぐるしく変化しています。こうした中で、子どもたち

が学校とつながる手段、学級閉鎖時や出席停止となった際などに学びを継続

するための方法として、タブレットの常時持ち帰りを当面の間、継続します。 

【ご家庭へお願い】 

家に充電器を置いておくようにします。学校でもタブレット端末は学習で

使用するため、毎日ランドセル等に入れて持ち運ぶことになります。期間中は、

ご家庭での充電にご協力をお願いします。 

期間 ２月２１日を目途とします。（感染状況によっては、延長することがあります） 

充電器は、本来は学校で使用するものです。紛失・破損がないようご配慮を

お願いします。万が一、紛失・破損等がありましたら、必ず学校に連絡をお願

いします。 

 

 

 

チェック１． 「検温」「風邪症状」は？ 

  
◆３７．５℃の発熱がある場合は、無理をせず、登校をひかえてください。 

※起床時の体温測定を習慣づけましょう！ 

◆次の症状が心配されるときは、無理をせず、登校をひかえてください。 
せき  はなみず  けんたい感（だるさ）   息ぐるしさ   

からだの痛み（のど・ずつう・ふくつうなどいつもとちがうようすの時） 

 

チェック２．「マスク」「ハンカチ」「チリ紙」は？…の声かけを 

 

その他 

１，１・２年生は引き続き毎朝「連絡メモ」に記入をお願いします。 

 ２，ご家庭でも外から帰宅した際は、手洗いを習慣づけるようにお願いします。 

 ３，免疫力が下がらないように「体を温める」「生活リズム」「食事」に気をつけましょう。 

 ４，さらに予防対策として必要なご家庭は、水筒を持たせてもかまいません。 

・記名必須、カバンに入れるか肩にかけるか、中は水のみ、休み時間飲用を基本

にします。 

・衛生管理はご家庭の責任でお願いします。 

・破損の場合、学校では責任を負いかねますことをご了承ください。 

感染症対策を講じながら、 

教育活動を再開します。 

 

漢字検定は 2/4に予定通り実施します。 

机椅子の共用は避けるなど感染症対策を講じた上で、漢字検定は予定通り行います。すでに

お知らせしている「出席停止」の要件により欠席する児童は、「新型コロナウイルス感染症

への特別対応」により受験機会の繰り越しが可能な場合があるのでお問合せください。 

 

３～６年生 


